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福島第一原発で貯留される ALPS 処理水の海洋放出が日本政府により発表された。トリチウム放出につい

て国際基準、総量規制、国内規制基準を満足し海洋放出するためにはトリチウム連続計測の技術の確立が望

まれる。今回、我々は GAGG シンチレータを用いて短時間でのトリチウム計測・検量線の作成に成功した。

発表では連続計測や検出下限値などについて議論する。 
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1. 緒言 

貯留に限界が見え始めた福島第一原発の ALPS 処理水の海洋放出が決定された．除去が極めて困難なトリ

チウムを含む ALPS 処理水を海洋放出するためには，国際基準・総量規制・国内規制基準を満足する必要が

ある．そのためには放出する ALPS 処理水のトリチウム濃度（希釈前 60,000 Bq/L; 希釈後 1,500 Bq/L）を，

全量かつ連続で計測する必要がある．これを実現するべく，GAGG シンチレータを用い，短時間かつ連続で

のトリチウム計測技術の確立に着手した． 

2. 計測装置の概略 

シンチレータに効率よくトリチウムを含む ALPS

処理水を触れさせるようにシンチレータを，図 1 の

ように櫛状に配置したシンチレータカラムと，トリ

チウムによるシンチレータ発光を 2 方向から計測す

る同時検出を実現可能な検出器を作成した．この検

出器に流水での計測を可能とする配管系を備えた． 

3. 計測結果 

図 2 に典型的な検出器信号とトリチウムスペクトルを示す．明確にトリチウムが検出することができた．

試料中のトリチウム濃度および同一検出時間を変化させたときの測定結果を図 3 に示す．いずれの場合も，

検量線が良好な直線性が得られた．当日は，流水による連続計測や検出下限値について議論する． 
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図 1 GAGG シンチレータカラム 

図 2 トリチウムスペクトル 図 3 検量線 
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